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界世全、きづ基に」域地「」間人「」和平「るあで念理のンオイ
のイオンピープルが、イオンの経営活動で得た多様な資源
を活かして、創造性を発揮し、創発的取り組みとして、東日
本大震災の復興に貢献する。イオンピープルにとって、この
体験はイオンの理念を体現し体感する機会であるととも
に、人間としての成長の機会となる。翻ってそれは、商人（ビ
ジネスパーソン）としての成長でもある。     

岩手・宮城・福島の沿岸部に植樹を行ってきました。3年
の時をかけて、「木を植えてから森づくりが始まる」とい
うことを身をもって体感しました。植樹活動を通じて地
域の皆さまとの交流を深め、森を育みながら人と人がつ
ながり、自然豊かなふるさとが復興されることを目指し
ています。

2012年度に岩手県陸前高田市、2013年度から福島県
南相馬市で活動し、現在も継続しています。多くのイオ
ンピープルが被災地を訪れ、現場を肌身で感じ汗を流し
活動することで、少しでも地域の皆さまの想いに寄り添
うことができるよう努めました。

人と人とのつながりを持ち、人と自然、自然と産業が共存する持続可能な地域共
同体の復興をサポートする。

、てせわ合ね重を」的目の援支興復「と」域地「」間人「」和平「念理のンオイはちた私
被、し動行、し像想、え考に的体主を」とこるきで「」とこいたりや「てけ向に現実のそ

災地の再生復興に立ち上がる地域の人々に寄り添うように貢献し続ける。  　

東北各地で海岸林の再生を願い活動する地域の皆さ
まと、全国各地・各社が結びつき、植樹活動を通じて地
域間交流を推進していきます。また、樹木に限らず、果
樹や花木を植樹し、産業や観光の振興を支援していき
ます。さらに、地域の皆さまの心の拠り所となっている
鎮守の森の再生や、流出した駅前広場への植樹を続け
ていきます。　　　　

第2期「自立拡大期」に向けた取り組み

第2期「自立拡大期」に向けた取り組み

2012年3月、イオンは、長期にわたる被災地の復興をオールイオンで取り組むことを決意し、3つの事業を柱に
「イオン 心をつなぐプロジェクト」を発足。2012年度から2021年度までの10年間、この活動を継続することを決定しました。
活動を進めるうえで中長期の方向性が欠かせないことから、活動全体を3カ年毎に区切り、
2021年度までの「中長期計画」を策定しました。

「イオン 心をつなぐプロジェクト」第1期の活動を踏まえて
被災地に貢献する をキーコンセプトとする第2期の活動を開始しました。

第1期 第2期

「イオン 心をつなぐプロジェクト」

第1期「初期的構築期」の取り組み概要

第1期「初期的構築期」の取り組み概要

第1期「初期的構築期」の取り組み概要

「イオン 東北復興ふるさとの森づくり」

「ボランティア派遣」

「各地・各社からの支援活動」

● 復興支援の目的

Webサイトでより詳しい活動内容をご紹介しています。
http://www.aeon.info/environment/kokoro/

● 基本コンセプト

● プロジェクトのビジョン

第3期目標： プロジェクトの活動内容をグループ内に周知し浸透させること
活動内容： ● NPO等と連携し、その時々の現地ニーズに合わせ計画的に生活再建を応援
 ● イオンピープルが1年を通じて同じ地域を定期的に訪れ、地元の人々とのつながりを構築     

目標：地域の人々との交流によって、グループ企業・
労使が一つの地域と関係を持ち、長期にわ
たって寄り添い、継続的な支援を実践すること 

目標：プロジェクトの成果
を体系化し、活用へ
と結びつけること「初期的構築期」 「自立拡大期」 「整理充実期」

2015年2月末現在の支援実績

各地・各社でのボランティアに
参加した従業員数

138,053名延べ

Voice
南相馬市に皆さまの笑顔をお届けください。

南相馬市
社会福祉協議会
災害復旧復興
ボランティアセンター
センター長

鈴木 敦子様

陸前赤崎駅植樹

芝生の再生

炊き出し活動（マックスバリュ東北）

2015年2月末現在の支援実績

被災地での植樹本数

106,997本

被災地ボランティアに
参加した従業員数

1,987名延べ

2015年2月末現在の支援実績

2021年度までの支援目標

300,000本

2021年度までの支援目標

300,000名

※被災地ボランティアに参加した従業員数も含む

Web

「イオン 心をつなぐプロジェクト」の皆さまには、継続
的に全国から足を運んで南相馬市民の生活再建の
ために汗を流していただき、大変感謝しています。震
災から4年が経ち、病院が復活したり食堂ができた
りと復興に向けて少しずつ動き出していますが、ま
だまだ道半ばです。復興に向けて市民の気持ちを前
に進めるためにも、どうぞ、皆さまの笑顔を届けに南
相馬市においでください。心よりお待ちしています。

東北復興支援の取り組み－「イオン 心をつなぐプロジェクト」継続報告

プロジェクトの推進に向けてグループ各社に「推進責
任者」を置き、被災地での現地研修を継続して実施。グ
ループ各社・労使が各社独自の活動を展開してきまし
た。また、「東北復興マルシェ」の実施やドキュメンタリー
映画「うたごころ」の全国各地での上映などを通じ、プロ
ジェクトのスタートを社内外に発信しました。

原発事故による避難生活から、地域再生に向かう福島
県浜通りでの活動を通じ、社会の問題を現場で実践し
考えることの重要性を共有し、イオンピープルがそれぞ
れの社会生活や仕事にこの体験を活かしていきます。ま
た、これまでの汗を流すボランティア活動から「交流」
に重点を置いた活動として取り組んでいきます。こうし
た交流を通じて、地域の皆さまとイオンが創造的につな
がり刺激しあえる交流プログラムを推進していきます。

長期にわたって復興支援活動を行うためには、地域の
皆さまの想いに寄り添い、地域のニーズに合った活動
であることが必要です。第1期「初期的構築期」の3年
間のグループ各社の復興支援活動のなかから、地域
とのつながりを模索し実践した好事例が生まれまし
た。このことを踏まえ、第2期のキーコンセプトを「交流
と創造」としました。イオンは、被災地を訪れ皆さまとの
交流を通じて想いを寄り添い、関わり方や支援の在り
方を創造していくことで復興を支え続けていきます。
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2013年3月、イオンは復興に取り組む岩手県釜石市と「大規模

商業施設の立地及び地域貢献に関する協定」を締結。同市とと

もに防災および避難体制に配慮した街づくりを目指し、2014

年3月に「イオンタウン釜石」をオープンしました。安心して豊か

にくらせる街づくりの実現に向けて、2014年度は東北6県にお

いて15店舗を出店しました。また、行政や地域団体の方々と協

同して、東北の地域の味・文化を伝える企画を開催しています。

出店を通じて地域経済の活性化に貢献

商品を通じた支援を積極的に展開
イオンは、東北の農水畜産業の復興・活性化を継続的に応援す

るため、東北産原料を使用した商品に「届け東北のまごころ」の

ロゴマークを付け、日本全国のイオン店舗で販売しています。ま

た、岩手県の三陸鉄道、久慈市漁業協同組合と協力し、国内初

の「ファストフィッシュ」※商品を開発。2012年から販売を開始

し、順次商品を拡大しています。
※水産物を手軽においしく食べられるように調理の手間がかからないよう
加工された食品のこと。

全国のお客さまとともに支援を推進
お客さまと被災された方々をつなぐ架け橋となるべく、イオン独自のインフラや取り組みを活用した支援をお客さまとともに継続して取

り組んでいます。2015年度は、岩手・宮城・福島の子ども育英基金に、総額約9,937万円を寄付しました。

イオン 幸せの黄色いレシートキャンペーン

毎月11日の「イオン・デー」に実施している

「イオン幸せの黄色いレシートキャンペー

ン」。2012年からは、3月のキャンペーン

を3日間に拡大し、専用ボックスに投函さ

れたレシートの1%を、東北の子どもたちを

応援する取り組みに寄付しています。

東北復興支援WAON
ご利用金額の一部をイオンが寄付し、被災地の活動に役立てて

いただく「東北復興支援WAON」を発行しています。　

イオンは、東日本大震災の発生以降、人々の日々のくらしを支え、また地域の人々の雇用など
経済基盤にもなり得る被災地の店舗の再開に全力を尽くしてきました。
しかしながら、甚大な被害を受けた市町村では、店舗単体ではなく、周囲のインフラ再整備も含めた
大規模な街の復興が求められています。そこでイオンは、東北エリアへの出店を通じた雇用の創出、
便利で豊かな生活を支える商品・サービスの提供に努めています。

東北の復興・発展に向けて、安心してくらせる街づくり、
農水畜産業の活性化を応援する取り組みを継続しています。

「イオンタウン釜石」
2014年3月オープン

会津若松市と
開催した「会津フェスタ」

「骨取りさんま ガーリック風味」

寄付先：「いわての
学び希望基金」

寄付先：「東日本大震災
みやぎこども育英募金」寄付先：「東日本大震災

ふくしまこども寄附金」

「南リアス線WAON号」

記念
セレモニー

商品カタログ

東北復興支援の取り組み－事業活動を通じた支援継続報告
社外からの表彰一覧（2014年度）

主な環境保全活動・社会貢献活動

日付 タイトル

2014年  ５月 「Brand  Laureate Award 2013-2014」
コーポレート・ブランディング賞を受賞（イオンマレーシア）

2014年  ７月
「日経BP社 環境ブランド調査2014」
環境ブランド指数ランキング第３位
ＣＳＲ評価ランキング第３位

2014年  ９月 「Dow Jones Sustainability World Index」構成銘柄に採用

2014年10月 気候変動情報開示先進企業（CDLI）に３年連続選定
気候変動パフォーマンス先進企業（CPLI）

2014年12月 「IAUDアウォード2014　公共空間部門大賞」を受賞（イオンリテール）

2015年  1月 「第8回国土交通省バリアフリー化推進功労者大臣表彰」を受賞（イオンモール）

2015年  1月 日経環境経営度調査　小売業第１位（イオンリテール）

2015年  1月 平成26年度省エネ大賞　省エネ事例部門
資源エネルギー庁長官賞を受賞

2015年  1月 RobecoSAM Sustainability Award2015
Food and Staples Retailing（食品・日用品小売）においてブロンズクラスを受賞

2015年  3月 「2015 J-Win ダイバーシティ・アワード」においてベーシックアチーブメント大賞を受賞

2015年  3月 「国連生物多様性の１０年日本委員会（ＵＮＤＢ－Ｊ）」より連携事業として認定

2015年  3月 平成26年度 ダイバーシティ経営企業100選に選定

2015年  3月 ｢ジャパン・レジリエンス・アワード２０１５｣において優秀賞を受賞（イオンモール） ■海外　■日本

1965	 岡崎オカダヤ開店時に1000本の桜を岡崎市に寄贈
1977	 「ジャスコ社会福祉基金（現イオン社会福祉基金）」設立
1979	 「財団法人岡田文化財団（現公益財団法人岡田文化財団）」設立
1989	� 「イオングループ1％クラブ（現公益財団法人イオンワンパーセントクラ

ブ）」創設
1990	 「地球にやさしいジャスコ委員会」発足				  
	� イオンワンパーセントクラブ、「小さな大使（現ティーンエイジアンバサ

ダー）」事業開始
	 「財団法人イオングループ環境財団（現公益財団法人イオン環境財団）」設立
1991	� 「イオン ふるさとの森づくり」スタート　１号店「ジャスコマラッカ店（現イオ

ンマラッカSC）」（マレーシア）
	 「クリーン＆グリーン活動」開始
	 「買物袋持参運動」実験開始
	 「店頭リサイクル（食品トレイの回収）運動」実験開始
1992	� 「イオン ふるさとの森づくり」日本1号店としてジャスコ新久居店（現イオン

久居店）で植樹祭実施
1993	� 有機栽培などによる農作物を自社ブランド「グリーンアイ（現トップバリュ グ

リーンアイ）」として展開開始
1994	� 「ハートビル法（2006年12月よりバリアフリー新法）」に基づき独自の「イオ

ンハートビル設計規準」を作成。ハートビル法認定1号店のジャスコ南方店
オープン

1995	 「リターナブルコンテナ・リユースハンガー」導入
1996	 「環境委員会」発足
1997	 「ジャスコこどもエコクラブ（現イオン チアーズクラブ）」発足
1998	 イオン環境財団、「万里の長城・森の再生プロジェクト」1回目の植樹を実施
2000	 「マイバスケット・マイバッグ運動」開始
	 エコロジーショップ「SELF＋SERVICE」展開開始
	 「ISO14001」を全社一括で認定取得
2001	 イオン株式会社に社名変更、「イオン・デー」開始
	 「イオン 幸せの黄色いレシートキャンペーン」スタート
	 イオンワンパーセントクラブ、「学校建設支援」事業開始
2002	� 国土交通省の「ボランティア・サポート・プログラム」とタイアップした「イオ

ン・クリーンロード」活動を展開
2003	 「バイオマス包装資材」採用開始
	 「イオンサプライヤーCoC」制定
2004	 「地球温暖化防止に関する基本方針」策定
	 国連が提唱する「グローバル・コンパクト」への参加を表明
	� イオン（株）、トップバリュのサプライヤー管理とイオン本社業務において

「SA8000」認証取得
	 「トップバリュ フェアトレードコーヒー」販売開始
2005	 エコストア1号店「イオン千種SC（現イオンタウン千種）」オープン

2006	� 日本の総合小売業で初めて、MSC認証商品の加工・流通のライセンスCoC
認証（「MSC-CoC」）を店舗とセンターで取得。MSC認証された魚介類の販
売開始

	 イオンワンパーセントクラブ、「イオン スカラシップ」開始
2007	� 食品売場のレジ袋無料配布の中止をジャスコ東山二条店（現イオン東山二

条店）より開始
	� 日本の総合小売業で初めて、環境省と「循環型社会構築に向けた取り組み

に関する協定」締結
	 イオンワンパーセントクラブ、「イオン すくすくラボ」開始
2008	� CO2の排出削減目標について日本企業で初めて具体的数値を定めた「イオ

ン温暖化防止宣言」を策定
	 「日本縦断 イオン・クリーンキャンペーン」実施
	 「ペットボトルキャップ回収キャンペーン」スタート
	 「小学生の田んぼ活動」開始
2009	� 「トップバリュ」7品目9種類で「カーボンフットプリント」表示商品を試験販

売
	 イオン環境財団、「生物多様性日本アワード」創設
	� 「日本気候リーダーズ・パートナーシップ（Japan-CLP）」に設立メンバーと

して参加
	� コンビニエンスストアとして日本で初めて「FSC®認証」を取得した店舗を出

店
2010	 「イオン生物多様性方針」を策定
	� イオンワンパーセントクラブ、「アセアン大学交流フォーラム（現アジア ユー

スリーダーズ）」、「イオン・ユニセフ セーフウォーターキャンペーン」開始
	 イオン環境財団、北京「万里の長城植樹」で累計植樹本数100万本を達成
	 イオン環境財団、「生物多様性みどり賞」創設
2011	 「イオン サステナビリティ基本方針」策定
	 「イオン自然冷媒宣言」発表
2012	 KPI策定
	 イオン環境財団、「アジア学生交流フォーラム」開始
	 イオンワンパーセントクラブ、「イオン eco-1グランプリ」開始
	 エコストア12号店「イオンモール船橋」オープン
	 「サステナブル経営委員会」設置
	 「イオンのecoプロジェクト」開始
	 「イオン 心をつなぐプロジェクト」開始
2013	 スマートイオン1号店「イオンモール八幡東」オープン
	 日本の小売業初、「ISO50001」取得
	 累計植樹本数が1,000万本を突破
2014	 「イオン持続可能な調達原則」「イオン水産物調達方針」策定
	 ASC認証商品の取扱いを開始
	 スマートイオン7号店「イオンモール木更津」オープン
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